
● IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」
● 経済産業省「価値協創ガイダンス」
● 環境省「環境報告ガイドライン2018年版」
● 「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）最終報告書」
● TNFD最終提言 v1.0
● 国際標準化機構「ISO26000」（社会的責任に関する手引）
● �GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード
● 国連グローバル・コンパクトCOP方針
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「見通し」に関する注意事項
　本資料には、将来の業績に関する見通し、計画、戦略などが含まれており、これらは現在入手可能な情報から得
られた当社グループの判断に基づいています。実際の業績は、様々な重要な要素により、これらの見通しとは大き
く異なる結果となりうることをご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる重要な要素には、日本経済の動
向、急激な為替相場・原油価格の変動ならびに天候の異変などがあります。

編集方針
「統合報告書2026」では、Daigasグループ

がこれまでに培ってきた資産を活用し、どのよ
うに今後の価値創造と持続的成長を実現して
いくのかを、株主・投資家をはじめとするス
テークホルダーの皆さまにご理解いただくた
めに、事業戦略や価値創造ストーリーを記載
するとともに、非財務情報の充実にも努めてい
ます。

報告対象範囲 大阪ガス（株）およびグループ会社
※大阪ガス単体に関する報告については、主語を「大阪ガス」または「当社」としています

報告対象期間 2025年4月1日～2026年3月31日 ※一部対象期間外の情報も掲載しています
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